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本市の二酸化炭素排出量及び吸収量の年間の数値を
伺う。

　公共施設及び民間企業の排出量の割合はいかがか。

産業界は脱炭素宣言を最大のビジネスチャンスと捉
えている。それには行政の支援が不可欠と思われる
が、本市ではどのような支援を考えているか。

２０５０年までに、二酸化炭素排出量を実質ゼロに
するアジェンダ（行動計画）を伺う。

再生可能エネルギーの創出に本市ではどのような構
想をもって望むのか伺う。

富士宮市が「ゼロカーボンシティ」を表明した背景
を伺う。

市　　長
関係部長２０２０年度の決算予測（企業・個人）をいかに捉

え新年度予算編成をなされたのか。

　コロナ禍における予算編成について。

令和３年２月定例会一般質問発言通告表

発言
順序

氏名 　　遠　藤　英　明　　議 員

脱炭素２０５０年へ
政府計画の原案から富
士宮市の取組について
伺う

国の政策「カーボンニュートラル」に呼応した市の取
組について。

発 言 項 目 要　　　　旨

令和３年度富士宮市
予算編成について

歳入の自主財源である市税について、法人・個人の
算定根拠をどのように予測されたか。

政府の２０２０年度第１次から第３次までの補正予
算は本市にいかなる影響を及ぼし、また及ぼすのか伺
う。

新年度は基幹的な税収の落ち込みが予測され、これ
に伴い財政硬直化を招く恐れがあり、このような状況
下の中、どのような財政政策をもって予算編成をなさ
れたのか伺う。
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